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【小渋川から赤石岳をのぞむ (撮影:宗像充)】

=着
工同意ナでの不自然存流れ

リニア対策委員会に出席する中で 」R東
海の態度が急に前のめり気味になってきた

印象を受けたのは 2016年の夏頃だ。そして

9月 に対策委員会の任期が終了すると着工

への動きが顕著になった。そんな危機感から、

「リニア反対の決議」を求めた陳情を10月

の村議会に提出、同時に署名活動を行なつた。

結果、3対 4で否決されたものの、最終的に

全国からは2196筆の署名が寄せられた。
わずか 2週間余のうちに1000筆を超え
る署名が集まったのはリニア計画のリスク

の高さの現れだったと思う。一方でその後の

不透明な村の着工同意表明には驚いた。柳島

村長は村のケーブルテレビを使って着工同

意を示したというが、ある人は玉音放送のよ

うだつたと言う。

11月 1日大鹿村の着工同意に全国から

多くの抗議書が村に届けられる中、起工式が

行なわれた。この日も沿線住民による反リニ

アアピールが行なわれ JR東海のトップや

沿線の首長が起工式会場に一時閉じ込めら

れるといった事態となつた。この二連の流れ

によって村長選への住民の思いが高まつた。

そんなある日、通りすがりの住民 Aさ ん

から村長選の話に水を向けられた。

Aさ ん「今回の村長選挙はどうしても対抗馬
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を出したいわね !」

M「反対といつてくれる人がいいですね」

Aさ ん「それはだめ。勝てる人じゃないと『反

リエア』では村民の共感をえられない。対立

を生むだけよ」

普段はきつばり「反対」を表明している人

だけに、以外だつた。

このや り取りがその後表面化した反リニ

ア住民の方針の違いとなる。

=勝
て5選挙でなくてはなうなしl

首長 が変われば 村 け変わ5

村長選の方針が 2分 した。ある方針はリニ

アの話題を一切ださず「首長が変われば村は

変わる」勝てる選挙でなくてはならないとい

う考え。もう一方は勝ち負けにはこだわらず

「リニア反対」を掲げ現村政のリニア計画に

対する瑕疵を浮き彫りにする目的を掲げた。

私は後者の考えだった。個人的にはこれまで

リニア対策委員会に出席する中で村に不信

感が高まっていた。従つて今回の村長選は行

政のあり方を問うものにすれば経緯的にシ

ンプル且つ、勝つても負けてもやることは同

じであると考えた。しかし多くの仲間は、リ

ニアの是非を聞わず「勝てる選挙」を望んだ。

日夜対抗馬模索の会合が持たれた。それぞ

れの考えを出し合 う中で自分も含め多くの

意見が短冊に願い事を書くような、だつたら

良いな的な印象のものばかりだつた。つまり

「誰かがでてくれればいい」という軽い考え

で中身はない。村長選を望むものとして自身

の考えにも甘さを感じた。兎に角 「他人事」

はやめようと「反リエア」の打ち出しで意見

を同じくした仲間と公約を上げ、リニアに対

する具体的な意見表明も考えてみた。これで

候補者と選出者が同一線上に並び、仲間内で

は誰が出ても大丈夫というという所までき

た。そこで「勝てる選挙」を望む派の中身を

聞いてみたが、依然として明確な返事は返つ

てこなかった。候補者は今の生活を投げ打つ

て出馬するのだから選出する側も相当の覚

悟を持たなければフェアではない。

結局、「勝てる選挙」を望んだ住民が中心

となり対抗馬模索が続いた。私は 12月 の中

旬頃からは村長選の会合に出ることもなく

なつた。中身の曖味な選挙を中でやる気はな

い。重たい空気が村の生活の中にあつてそれ

が流れを持つてくれる兆しが見えない。その

うちに村長選は諦めたといつた声も聞こえ

てきた。今後の住民活動のやりにくさを危惧

しながら憂鬱な思いで過ごしていると候補

者擁立の知らせが届いた。対抗馬の酒井和美

さんが記者会見をしたのは年の瀬も押し迫

つた 12月 29日 の事だつた。1月 10日 告

示。1月 15日 投開票。

「勝てる選挙」を展開したと思われる酒井陣

営だつたが結果は 3対 7で村政は引き続き

柳島村長が担うことになった。

メら

【候
補
者
掲
示
板

（撮
影

前̈
島
久
美
こ



=感
情と考えの混同はt6めょぅ

私たちは選対にはカロわらず、リニア対応に

焦点をあてたアンケー トを実施拡散する形

で今回の選挙に関わつた。リニアのことは明

確にしないという酒井陣営ではあったが、ア

ンケー ト結果はある程度特徴が出た。

このアンケー ト実施後、酒井陣営側から苦

情が寄せられた。「リニアの賛否を表明する

ような内容を出されたら票が逃げる」「有権

者から反発を受けた」「どんな気持ちで酒井

さんが出馬したと思つているのか」など、お

よそ私たちの責任の範疇を超えているもの

ばかりだった。それらは選対の問題であって

私たちがどうこうできる問題ではないはず

だ。その趣旨を説明しても「それはそうだけ

ど・・・」と続く。有権者は聞きたい事を聞いて

いるにすぎない。

「勝てる選挙」のアプローチを彼らが明確に

示し合えなかった、ただそれだけだ。リスク

や汚いものの流れを見せずに良い事だけ、具

現化して上辺だけで判断させるというのは

私たちが訪しがっている「リニア計画」その

ものだ。今回の選挙は皮肉なことにその事象

をそのまま トレースしたにすぎなかったの

ではないだろうか。村の問題は根深い。もし

かしたら日本語の作り方 (日 本社会)からし

てこういう事象を生みやすいものにしてい

るのではないかと想像を膨らませてしまう

時もあるけれど。

結局、私たち住民が「リニア計画」に対し

不安や疑間に思う事に具体的にアプローチ

しない限りは、ここぞという時に変化を生む

力に繋がらない。そこを明確にすることを恐

れている限りはその上に積み重なっていく

ものがない。月千心な事を表現しないからフラ

ス トレーションが溜まる。私たちは経験して

いるはずだ。一人一人意見が違うのは当たり

前で、意見が違 うからといって嘔み合えば

「対立」になる。「理論的な考え」と「感情」

は別物。その混同が多い村社会の反映をみた

選挙選だつたと振り返る。

この問題は決して他人事ではない。自身の

日常の中でも「考え」と「感情」の癒着は激

しいと言える。まずは日ごろの行いの中で見

極める力を養いたいものだ。
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【小河内沢・雨乞いの滝 (撮影:宗像充)】


